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歴
史
文
化
教
育

「
松
島
ま
る
ご
と
学
」

　

町
内
３
小
学
校
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

沿
っ
て
松
島
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
「
松
島
ま
る
ご

と
学
」
が
今
年
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
学
期
に
は

６
年
生
が
出
土
遺
物
や
見
学
学
習
を
通
じ
て
、
国
史

跡
で
あ
る
西
の
浜
貝
塚
や
国
宝
・
瑞
巌
寺
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。
地
域
に
あ
る
文
化
財
に
子
ど
も
た
ち

は
興
味
津
々
で
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
町
の

学
芸
員
に
た
く
さ
ん
の
質
問
を
し
て
く
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
！

　

ま
た
、
５
年
生
で
は
「
森
林
学
習
」
と
し
て
、
壇

山
で
自
然
に
触
れ
な
が
ら
林
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

２
学
期
の
『
ま
る
学
』
で
は
６
年
生
は
座
禅
体
験

や
歴
史
巡
り
、
４
年
生
は
品
井
沼
干
拓
学
習
を
行
う

予
定
で
す
。

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

古
の
文
書
を
ひ
も
と
く
17　

品
井
沼
と
生
き
る

 　 　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
が
1
年
で
最
も
忙

し
く
な
る
夏
！
今
年
も
町
内
の
団
体
・
子
ど
も
会
な

ど
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
５
件
の
行
事
を
お
手

伝
い
し
ま
し
た
！

　

活
動
の
中
で
は
、
小
学
生
の
頃
は
参
加
者
と
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に
遊
ん
で
も
ら
っ
た
会
員
が
、

今
度
は
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る
側
と
し
て
活
躍
す
る

と
い
っ
た
場
面
も
あ
り
、
本
人
た
ち
も
見
守
っ
て
い

た
大
人
の
み
な
さ
ん
も
成
長
を
感
じ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
二
市
三
町
合
同
キ
ャ
ン
プ
や
ま
つ
し
ま
放

課
後
子
ど
も
教
室
３
校
合
同
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
と
遊
ぼ
う
！
」
で
は
、
活
動
の
中
心
と
し

て
企
画
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
楽
し
ん
で
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　

秋
以
降
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
ま
す
！

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に
関
す
る

　

お
問
合
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４←ジュニア・リーダー「紙ひこうき」

　紹介ページ（町HPにリンクします）

▲出土品を間近に見て、触って、
　スケッチをしています

▲学芸員の説明を聞きながら、じっくり見学しました

▲森林学習では、チェーンソー体験も行いました！

▲初原分館お楽しみ会派遣の様子

▲合同キャンプは暑さも吹き飛ぶ楽しさ！

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
松
島
の
北
部
に
は
か
つ
て
広
大
な
「
品
井
沼
」
が
存
在
し
、
元
禄
６
年
（
1

6
9
3
）
以
降
、
仙
台
藩
の
直
営
に
よ
り
沼
の
水
を
松
島
湾
に
流
し
、
新
田
を
開
発
す
る
干
拓
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
干
拓
工
事
終
了
後
も
江
戸
時
代
を
通
じ
て
6
回
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

雨
の
際
に
は
洪
水
な
ど
が
発
生
し
、
近
隣
の
人
々
は
そ
の
被
害
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
史

料
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

幡
谷
村
に
住
む
仙
台
藩
士
・
武
山
伝
兵
衛
は
安
永
9
年
（
1
7
8
0
）
に
藩
に
対
し
て
、
「
品
井
沼
が

洪
水
に
な
る
と
、
小
川
に
そ
の
水
が
流
れ
込
み
、
自
分
の
所
有
す
る
土
地
に
あ
る
窪
地
に
溜
ま
っ
て
し
ま

う
。
年
々
一
段
と
洪
水
が
発
生
し
て
い
る
時
節
な
の
で
、
対
策
を
お
願
い
し
た
い
」
と
願
い
出
て
い
ま
す
。

安
永
年
間
（
1
7
7
2
〜
8
1
）
は
仙
台
藩
で
も
度
々
大
雨
・
長
雨
で
洪
水
が
発
生
し
、
領
内
に
被
害
が

出
て
い
た
時
期
で
、
松
島
で
も
同
様
の
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
天
明
6
年
（
1
7
8
6
）
に
は
「
品
井
沼
辺
出
水
之
砌
（
＝
品
井
沼
の
辺
り
が
洪
水
に
な
っ
た

時
）
」
に
備
え
て
、
用
心
の
た
め
の
舟
と
し
て
長
さ
約
5
.
5
m
・
幅
約
9
0
c
m
の
「
か
っ
こ
舟
」
を

新
規
で
作
り
た
い
と
言
う
こ
と
を
願
い
出
て
い
ま
す
。
「
か
っ
こ
舟
（
合
木
舟
）
」
は
一
本
の
木
を
く
り

抜
い
て
作
っ
た
小
舟
で
、
三
陸
海
岸
な
ど
で
は
ア
ワ
ビ
や
海
藻
な
ど
の
磯
物
採
り
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

幡
谷
村
に
住
む
他
の
百
姓
な
ど
か
ら
も
同
様
の
願
書
が
安
政
年
間
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
分
に

か
か
わ
ら
ず
品
井
沼
の
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
洪
水
が
発
生
し
周
囲
が
浸
水
し
た
際
の
避

難
用
と
し
て
こ
う
し
た
舟
を
用
意
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
備
え
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
学
芸
員
・
泉
田
）

（
参
考
文
献
：
松
島
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
松
島
町
史　

通
史
編
Ⅰ
』（
1
9
9
1
年
）、
仙
台
市
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
仙
台
市
史　

年
表
・
索
引
』（
2
0
1
5
年
）、
宮
城
県
教
育
委
員
会
編
『
宮
城
県
の
文
化

財　

無
形
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
・
保
存
技
術
編
』（
2
0
2
1
年
）、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第

2
版
』
）

合木舟（南三陸町のもの。
『宮城県の文化財』より）

かっこ舟新規造立の願書
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修
工
事
の

お
知
ら
せ

８
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
佐　
　
　

房　

子
（
高
城
）

◆
坂　

本　

満　

枝
（
松
島
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米
寿
は

　

町
内
在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は

　

町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、

　

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民

　

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

米
寿
お
め
で
と
う

◆
髙　

橋　

は　

ま
（
松
島
）　

◆
内　

海　

も
ゝ
子
（
高
城
）

◆
赤　

間　

静　

子
（
初
原
）

◆
菅　

野　

留　

雄
（
幡
谷
）

◆
髙　

橋　

キ
ヱ
子
（
初
原
）

◆
板　

林　

京　

子
（
高
城
）

◆
赤　

間　
　
　

子
（
根
廻
）

◆
柴　

田　

桂　

子
（
本
郷
）

◆
那　

須　

慶　

也
（
高
城
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
ま
す
！

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
通
し
て
、
松
島
の
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
♪

●
日　

時　

９
月
26
日
㊋
午
前
10
時
〜
正
午

●
集
合
場
所　

手
樽
海
浜
公
園
駐
車
場

●
行
き
先　

八
坂
神
社

●
内　

容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ

●
講　

師　

N
P
O
法
人 

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
（
J
N
F
A
）

　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

●
持
ち
物　

水
分
補
給
の
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

　
　
　
　
　

動
き
や
す
い
服
装

●
そ
の
他

・
ポ
ー
ル
の
借
用
代
は
３
３
０
円
で
す
。
ポ
ー
ル

　

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
概
ね
３
㎞
以
上
自
分
で
歩
け
る
方
が
対
象
で
す
。

　

腰
痛
や
心
臓
病
等
で
治
療
の
方
は
主
治
医
と
相

　

談
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

          　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i

　食生活改善推進員会は設立６０周年を迎え、レシピ集を作成しました。

保健福祉センターどんぐりで配布しているほか、地域の食生活改善推進員

会から受け取ることもできます。これまで調理実習で行ってきたレシピや

健康に関する情報を掲載しておりますので、ぜひご家庭でご活用ください！

～設立６０周年記念レシピ集を配布しています！～

　

竣
工
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
た
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ど
ん
ぐ
り
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
大
型
の
工
事
車
両
が
通
行

し
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
工
期
（
予
定
）　

　

令
和
５
年
８
月
〜
令
和
７
年
12
月

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
６
６

◆
佐
々
木　
　
　
　

（
手
樽
）

◆
谷　

口　

欣　

子
（
高
城
）

◆
内
馬
場　

誠　
　

（
幡
谷
）

◆
小　

幡　

ま
さ
子
（
桜
渡
戸
）

◆
渡　
　
　

カ
ヨ
子
（
高
城
）

【材料（４人分）】

・鮭（生）・・・・・・・・ ４切れ

・舞茸・・・・・・・・・  １００ｇ

・長ねぎ・・・・・・・・・１/２本

・サラダ油・・・・・・・  大さじ１

　　・みそ・・・・・・ ・ 大さじ１

　　・酒・・・・・・・・  大さじ１

　　・すり白ごま・・・・  大さじ１

　　・しょうゆ・ ・・  大さじ１/２

　　・砂糖・・・・・・・  大さじ１

＜ 鮭と舞茸のみそ照り焼き ＞

秋が旬の舞茸と鮭を使った一品です。舞茸には、免疫力を活性化する

働きのあるβグルカンとよばれる栄養素が含まれています。しっかり

食べて風邪を予防しましょう！

（作り方）
① 鮭はそれぞれ４等分に切る。舞茸は小房に分ける。

　 長ねぎは1cm幅の斜め切りにする。

② フライパンに油を熱し、①の鮭の両面をこんがりと焼く。

③ フライパンの空いているところで、切った舞茸と長ねぎを

　 炒める。

④ Ａの材料を混ぜ合わせて加え、全体に煮からめる。

（一人あたり）
エネルギー：２１６kcal
塩分相当量：      ０.９ｇ

A

i


